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Introduction 

2020 年、新型コロナウイルスの流行によって、私たちの日常生活や経済活動は多かれ少なかれ、何ら

かの変化を迫られることとなった。日本で新型コロナウイルスの発生や流行が報じられた初期の頃とそ

の後では、新型コロナウイルスの特質やその対策、予防法、治療薬に関する報道内容も大きく異なり、マ

スクの着用や除菌、三密対策など日常生活の中でも様々な変化が見られ、国内外における経済活動も大

きな影響を受けることとなった。 

本調査報告では、新型コロナウイルスという感染症の流行によって、2020 年 1 月から 5 月という、緊

急事態宣言を含む時期において、社会全体において何が起き、どのような変化が生じたのかについて、一

般紙や地方紙、通信社などの新聞記事を主に調査することによって確認し、その振り返りを行う。また、

このような変化が生じる中で、個人の日常生活や行動、人間関係、教育活動、労働環境はどのように変化

したのか、あるいはしなかったのかについて、2020 年 8 月から 10 月にかけて実施したアンケート調査の

結果に基づいて報告する。  

 

1. 新型コロナウイルス関係の報道、情報発信動向 

カテゴリ：新型コロナウイルスの特質、対策、デマ、生活、経済での変化 

対象：一般紙、地方紙（一部）、通信社、デマについては SNS など 

対象記事：2020 年 1 月～5 月 

調査時期：2020 年 5 月 

2．アンケート調査結果からみる変化 

 調査テーマ：生活習慣、健康・情報行動、人間関係、学び方、働き方 

 調査時期：2020 年 8 月（健康・情報行動）、9-10 月（生活習慣、人間関係、学び方、働き方） 

    調査結果のダイジェストを報告 
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